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3月 10日 (金)の 5。 6校時に、3～6年生を対象にした「南極クラ

ス」を行いました。「南極クラス」のねらいをこれまでに学習してきた理

科や社会、総合的な学習の時re5な どの集大成を図るものとして位置付けま

した。

南極観測隊の経験がある堀川さんのお話は、子どもの知的好奇心をゆさ

ぶるような内容が多く、活動の時間いうばい楽しみや喜びにあふれていま

した。また、南極観測隊の防寒着を着たり、プリザードの疑似体験を行つ

たりする活動も貴重な体験でした。

南極の自然や地理、共同生活における生き方、自分の1子来の夢への実現

など、子どもにとって学ぶべきことが多々ありました。今の自分自身を見

つめ直したり、自分自身の将来の生き方を考えたりするようなキャリア教

育の一面も意義深いと思いました。

最後になりましたが、南極の自然を守ることや地球環境を守ることにつ

いては、南極の氷が水に溶ける音を聴<体験活動が大きな役割を果たして

いました。後日の日記にも、子どもが「南極の氷を溶かしてはいけない」

という表現を残して<れていました。

たくさんの学びを本当にありがとうごさいました。

串間市立本城小学校 田脇 幸夫 先生
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ハウス内でキユウリを収穫する子どもたち
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